
口員↑“Dコ午lu月luロヲε1’丁

8
’”

□336号□発行／毎月10日編集／十日町市役所総務部総務課企画広報係（電話㈹57－3111番）

叢

護

鐘

嚢轟

藻

鍵

簾

縞響

欝
姦

　　　　彊

　　　馨
　　撃　　騨

　灘

薫：驚

．
雛

抽

鐙
駕
讐
薯
．
鮪
概
・

譲
窒

　
　
　
轟

篠
毒
聖
量
．
織
一

騰
勤
醸
，
、

馨

　
　
　
辮
響

劉

　　　嚢　　　き　　　婁
　　き

　　穐
　　纏　　蕎翻
霧

蓋

螺
　
『
麺

麟

鴇
、

　
編

　
鷺

懸
難
撫聯

．
、
・

灘
磯

　
鱗

婁
難
駈

　
糠
．

・
、
『
憾
灘

．
．
　
秘

糠

窺

慨
婁

駆
瓢

，
西
罰
噸
、

繕警
　き

藪駕

熱

鱗

　　　

《
憾

熱撫

．
舞
難
擁
．

”
難

．
騨
疑

羅

蓑
．

嚢

鰭
羅
・

亀
難
灘

礁
鍵

職描

猟

籍
慨　

猪
．
舞
騰

　
灘
　
　
耀

　
饗

暴
羅
蕪
、

覧
　
『

鍵’饗難蕪

襲灘1聯簗灘

該筑

票
撚
、

㎜
誘
…
、

㊦、

繋
撫越　側

ー

　
魁
噸

　
　
ヨ

　
　
騰
戴
心

　
・
．
鷹
㈹
懸

輝

馨
憐
籍
攣
顯

鞘

響嚇

難
玉

饗

鑛



⊥＿上

対策は年々進展しておりますが￥豪雪による生活。産業等の面にお

ける影響ははかり知れないものがあります。

　このたび県では、十日町市．新潟日報社との共催により「全国雪

シンポジウム．克雪・利雪技術全国博覧会」を開催し。克雪・利雪

対策の万向を検討するとともに道路および屋根等の雪処理技術並び

に雪を利用する新しい技術を一堂に展示することといたしました。

　多数の皆様のご参加をお願いするとともに。この催しが雪対策の

推進に役立つことを祈っています。

らの地域と自らの子孫のために￥すべての雪に関する英知を結集し

た“雪の総合イベントwとして提案いたします。

　これからの雪対策はパードとソフトの融和した施策が必要と考え

ています。雪シンポジウムと技術博は￥闘雪・克雪・利雪・和雪と

雪対策が変貌しているなかでも￥現実の問題点を官民問わずに百視

しながら．自らの足元をより強固にするとともに。さらには第四次

全国総合開発計画策定に豪雪地帯から強力なインバクトを与えるも

のと確信しております。
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　　新潟目報社
　　　取締役社長平山敏雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
地域と共に年きる私どもの社では・これま…E

で「雪のカル7」　（昭和39年）で雪害との訣

、

欝
鞭 　

灘
　
　
迩

　
　
　
　
　
羅

別を取り上げて以来￥紙面を通じ「雪」の問題を取りあげ．提言を

行ってまいりました。

　今回の克雪・利雪シンポジウムや博覧会は￥テーマをより立体的

に前進的に表現するイベントであり￥その意義は、大きく深いもの

と存じます。

　私どもも微力を尽くしますが、この試みが「雪」問題のモニュメン

トとなりますよう￥関係各位のご協力をお願い申し上げる次第でご

ざいます。

　　　　ヲ

開会式10／24㈱クロス10前駐車場

午後1時30分～
　　　テープカットなど…
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全
国
雪
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配
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し
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チ
ラ
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中
に
あ
り
ま
す
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最新技術が一堂に

譲叢

クロス10前空地

道路・屋根の雪処理技術の実演

　　などく13業者〉

　　　南極コーナーも有

叢

十日町では初めて
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をテーマにした
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クロス10駐車場

全国各地から雪に関する技術

　が大集合！

　～札幌から大阪まで～

　　　　〈31業者〉

4WD、F　Fをはじめ各自動車
会社の最新式自動車が展示され
ます。

塵纏

ロータリー、ドーザ、グレ

　ーダなど16台が展示

、
§漣團

＼
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㍉挙

鐡　纈 繍矯

雛融　　　　冨 窪

宇都宮グラウンド

手軽で威力ある100台の機器
を集結。

“モーターハンググライダー“

　　も展示されます。

　　　妙

スタンプラリー
全会場をまわった人に

　　抽選で景品を

　●物産展…木工芸品、きのこ、温泉

　　まんじゅう、毛皮、山菜加工品

　●実演…木鉢手彫・つる細工

　●各地スキー場案内資料もあります。

●その他ちびっ子広場…金魚・風船・落書など

●985スキーコレクション

　　（補議）
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十日町駅の　　．、．瓢喉纐

全面的な野イ銀M遡一認・置

　　協力により開催する鉄道展

鉄道マニア必見の

　　イベント
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日
町
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●型式　A4版68頁（カラーグラ

　ビア8頁）

●価格　1冊1，000円（郵送料別）

●予約申込み・問い合わせ

10月20日頃発刊します。予約申

し込み・問い合わせは、市・総務

課企画広報係へ

（57－3111㊥214）

“
克
雪
対
策
”
写
真
集
を
発
刊

十
日
町
市
で
は
、
5
9
異
常
豪
雪
の
記
録
と
、
現
在
積
極
的
に
進
め

て
い
る
克
雪
対
策
を
も
り
込
ん
だ
写
真
・
記
録
集
を
発
刊
し
ま
す
。

第4回克雪フエア市民のタベ
　　　　　　　　　　　’84雪国フェスティバル

　　　　　　　　　　　　　　～企画集団BARl・BARl主管で開催～

　◎入場無料（入場整理券はクロス10、市役所に有り）
◎期日10／27（土）PM5：00～9：00　◎会場クロス10大ホール

第1部　BSNテレビ蟻民謡チャンピオン大会“

5：00～

第II部

～公開録画～

ゲストとして浅野意玖子（キャニオン）

司会　河内準一

バラエティショー

7：00～　司会広瀬令子（B　S　Nアナウンサー）

■フアッションショー（1）ファツションショーσ1）

　（十日町服飾専門学校〉　　（市内各社）

臼ダンシングショー■お楽しみ抽選会■スキー映画

「あなたがまちのベストドレッサー」

　当日、会場内でベストドレッサーを選出します。

　（豪華賞品があります。）

・スボーツブティッタ
　「エビスヤ」　　　　～本町3～
・本格派をめざす

　「洋服のサトウ」　　～本町6～

・レディスカジュアルショップ
　「麻里衣」　　　　　～本町3～

・ファッションプラザ

　「TAKURA」　　　～本町2～
・十日町の情報基地

メンズタラブ「ハローホリデー」～本町3～

・ヤングファッション

　「AKAKURA」　　　～本町4～
・レディスフアッション
　「のとや」　　　　　～本町2～
・Fa曲on　Shop　Career
　「イチムラ」　　　　～本町3～

・ハイセンスショップ
　「ヤマダヤ」　　　　～本町3～
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市議会の動き
　
市
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。
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す
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願
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す
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す
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す
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　般「保育所問題」っ
　　．　　　　　に集中〃
質羅「水資源問題」　　　●

　一般質問は、3日間にわたり10人の議員に

よって行われました。とりわけ「保育行政」

と「水資源問題」については、それぞれ6人

の議員が質問をするという、異例な議会とな

りました。

　質問者とその内容は、つぎのとおりです。

樋ロ熊蔵・保育行政について・豪雨による災

害状況にっいて

小林辰雄・水資源対策について・克雪対策に

ついて・商店街再開発について

佐藤利雄・上水道および下水道について・流

雪溝および防災ダムについて・保育行政につ

いて

大島清松・保育所問題について・行財政問題

について

越村大吉・国鉄信濃川発電計画と当市の対応

について・幼稚園、保育所に関する今後の対

応について

佐藤一男・非核都市宣言について・保育行政

について・衛生施設組合の許可業者について

飯塚洲司・国鉄信濃川発電再開発計画に関す

る覚書の内容と、それに基づく水資源について

佐藤勝已・十日町市の水量確保と水質保全に

ついて・交通安全について

大島昭三・政治姿勢について・60年度厚生省

概算要求について

半間正・総合計画の見直しについて・人口増

対策について・30周年記念行事について
　　の　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　の　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　の

　なお今回の議会傍聴者数は，のべ303人と

いう，かつてない数字を記録しました。

　また￥異例の公開審査となった「保育行政」

に関する2件の請願審査（社会経済常任委員

会）でも．57人の傍聴者があり。身近かな問

題に対する市民の真剣さがうかがえました。

第3回臨時会

　
市
議
会
第
三
回
臨
時
会
は
、

二
十
三
日
招
集
さ
れ
、

が
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。◎

専
決
処
分
の
承
認

　
馬
場
小
珠
田
分
校
校
舎
・
屋
体
（
本

体
）
建
設
工
事
の
請
負
金
額
を
、
九

四
万
三
、
○
○
○
円
増
額
し
、
九
、

六
七
四
万
三
、
○
○
○
円
に
仮
契
約

し
た
専
決
処
分
（
議
会
の
承
認
を
得

て
本
契
約
と
な
る
。
）

◎
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　
中
条
小
校
舎
（
本
体
）
建
設
工
事
の

請
負
金
額
を
、
二
一
六
万
一
、
○
○
○

円
増
額
し
、
一
億
二
、
六
一
六
万
一
、

○
○
○
円
で
契
約 ぎ面i轟条小など校舎ii

れ臨i蝋辮鮎　　　壷：：罹脳
．∫墜羅護墾…事議藻潔il

罫欝畷可嘱
補
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謙
睡、♂

　
十
目
の
市
民
と
語
る
臼
は
、
市
の
重
点
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
六
回
目

と
し
て
、
　
「
農
業
の
抱
え
る
課
題
と
振
興
を
考
え
る
」
座
談
会
を
．
十
六

人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
農
業
は
＼
引
き
続
く
農
業
人
ロ
の
減
少
と
増
加
す
る
第
二

種
兼
業
農
家
＼
所
得
水
準
の
停
滞
な
ど
の
問
題
や
、
一
万
で
基
盤
整
備
・

農
地
流
動
化
の
遅
れ
な
ど
．
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま
た
＼
近

年
の
シ
ル
ク
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
事
業
・
広
域
農
道
の
建
設
．
天
蚕
＼
ス
カ
リ

漬
￥
森
林
の
多
目
的
利
用
な
ど
新
た
な
展
開
を
み
せ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
￥

絹
織
物
と
と
も
に
＼
地
域
産
業
を
支
え
る
農
業
の
今
後
の
あ
り
万
に
つ
い

て
．
百
接
た
ず
さ
わ
つ
て
い
る
万
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
業
の
振
興
と

農
家
経
済
の
安
定

市
長
　
今
日
は
特
に
、
農
業
自
体
の

振
興
を
ど
う
は
か
る
か
、
農
家
経
済

の
安
定
化
を
ど
う
は
か
る
か
に
つ
い

て
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
。

林
正
（
小
泉
）
　
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家

が
需
給
基
盤
を
し
っ
か
り
持
ち
、
販

売
作
物
の
主
力
を
何
に
置
く
か
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

集
落
の
中
で
、
話
し
合
い
な
が
ら
組

織
化
を
行
い
、
共
存
共
栄
の
中
か
ら

規
模
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
形
態
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

村
山
幸
夫
（
為
永
）
　
二
種
兼
業
農

ぐ
、
べ
＼
，
，
、
　
呪
、
、
愚
N
“
、
，
、
．

家
の
増
加
と
機
械
化
な
ど
に
よ
っ
て
、

き
め
細
か
な
土
壌
づ
く
り
、
品
質
管

理
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
。
反

収
の
レ
ベ
ル
が
低
く
、
農
業
以
外
に

仕
事
を
求
め
な
け
れ
ば
生
活
の
安
定

が
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
農
業
自
体

の
振
興
と
と
も
に
、
他
産
業
の
振
興

も
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
。

富
井
輝
一
（
珠
川
）
　
米
と
畑
作
を

経
営
し
て
い
る
が
、
冬
場
の
婦
人
の

内
職
に
つ
い
て
後
継
者
対
策
の
面
か

ら
も
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

上
村
正
夫
（
土
市
）
　
十
日
町
市
で

は
、
確
か
に
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い

る
が
、
そ
の
条
件
と
な
る
道
路
網
の

整
備
が
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
冬
場
の

農
業
を
考
え
た
場
合
、
夏
生
産
し
た

も
の
を
加
工
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
に
予
冷
庫
設
置
が
必

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
市
単
圃
場
整

備
補
助
率
の
ア
ッ
プ
を
。

上
村
英
一
（
高
田
町
三
）
　
農
業
者

の
兼
業
に
は
、
食
品
産
業
を
考
え
る

べ
き
と
思
う
。
北
越
北
線
が
走
る
こ

と
で
あ
り
名
物
が
必
要
で
あ
る
。
雪

と
関
係
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
、
酒
・
水
・

み
そ
漬
な
ど
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

林
福
市
（
塩
ノ
又
）
　
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
生
ん
で
い
る
お
い
し
い
水
に
取
組

ん
だ
ら
ど
う
か
。

特
産
物
の
振
興
対
策
は
ー

富
井
輝
一
　
野
菜
に
も
畜
産
に
も
必

要
な
堆
肥
の
生
産
基
地
を
計
画
的
に

配
置
し
た
ら
ど
う
か
。

林
正
　
農
家
の
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
て

い
な
い
が
、
そ
の
原
因
は
リ
ー
ダ
ー

に
超
人
的
な
働
き
が
要
求
さ
れ
る
か

ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
農

機
具
バ
ン
ク
と
い
う
形
態
が
と
れ
れ

ば
コ
ス
ト
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

鈴
木
節
子
（
大
石
）
　
た
ば
こ
栽
培

を
は
じ
め
て
二
十
一
年
。
こ
れ
で
部

落
の
経
済
が
守
ら
れ
て
き
た
が
、
来

年
か
ら
は
減
反
を
し
い
ら
れ
る
た
め
、

対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

梧
沢
一
芳
（
山
本
町
）
　
な
め
こ
を

年
三
十
万
本
を
目
標
に
つ
く
っ
て
い

る
が
、
資
本
投
資
が
大
き
く
、
年
間

を
通
じ
て
、
他
へ
の
労
力
は
省
い
て

で
も
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

桑
原
忍
（
鍬
柄
沢
）
　
天
蚕
を
昨
年

か
ら
は
じ
め
、
施
設
・
設
備
・
圃
場
の

整
備
を
行
っ
て
い
る
。
こ
と
し
の
成

績
は
二
〇
％
で
あ
り
、
来
年
は
三
万

頭
、
将
来
的
に
は
十
万
頭
を
目
標
に

し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
頭

数
が
少
な
い
の
で
、
天
蚕
の
た
ね
あ

る
い
は
ま
ゆ
を
他
か
ら
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

農
村
婦
人
自
ら

　
　
　
地
域
づ
く
り
を

尾
身
キ
ク
ノ
（
中
平
）
　
山
間
地
の

兼
業
農
家
を
支
え
る
に
は
、
婦
人
の

力
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
農
村

婦
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
活
動
が

あ
り
、
ま
わ
り
を
見
ま
わ
し
、
地
域

づ
く
り
も
含
め
て
農
業
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
津
文
夫
（
三
ツ
山
）
　
地
域
で
生

産
森
林
組
合
を
設
立
し
、
山
を
生
か

し
た
生
活
基
盤
確
立
を
め
ざ
し
て
い

る
。
心
配
な
の
は
、
過
疎
で
市
外
に

で
た
人
が
、
市
外
の
人
に
土
地
を
売

る
現
状
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

福
崎
隆
造
（
田
麦
）
　
酪
農
を
や
っ

て
い
る
が
、
田
・
畑
に
し
ろ
、
一
番

大
切
な
の
は
基
盤
整
備
。
ま
尤
、
今

の
農
家
は
肥
料
・
農
薬
に
た
よ
り
、

土
づ
く
り
を
忘
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

兼
業
で
勤
め
に
で
て
得
た
お
金
を
農

機
具
代
金
に
投
入
す
る
こ
と
で
、
逆

に
農
家
経
済
を
圧
迫
し
て
い
る
。

大
島
一
吉
（
太
子
堂
）
　
経
営
面
積

に
あ
ま
る
農
業
機
械
を
購
入
し
て

い
る
な
ど
、
現
代
農
業
は
、
経
営
に

あ
っ
た
農
業
で
な
い
と
思
っ
た
り
も

す
る
。
そ
の
中
で
農
業
を
や
っ
て
い

く
た
め
に
、
地
域
で
の
仲
間
づ
く
り

が
大
切
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
話
し

合
い
の
中
か
ら
、
新
た
な
方
向
を
み

い
出
す
べ
き
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

一明治大正染織の美池田重子．レクシ．ン

　　～世界の染織シリーズ・パート4～　　　『時代布展』

　明治から大正にかけて、日本の染織工芸は大きな変化をとげました。化学染料の

輸入と織機の導入，型友禅の発明など技術革新が急速に進み￥折から＼大正初期の

自由で享楽的な時代の影響を受けて￥染織の美は大きく花ひらきました。

囹会期　10目13日（‡〉午後／時⇒／0目17臼体）午後4時まで

囹会場　クロス／0十日町2F・展示ホー一ル囹入場料　無料

　囹主催　飼）十臼町地域地場産業振興センター

　一十日町ライオンズクラブ・アイバンク運動一

　　献眼第1号
　十日町ライオンズクラブが進めている献眼

登録（アイバンク）運動の登録者であった松

沢清治さん（82歳）が9月30日に亡くなられ、

ライオンズクラブの献眼第1号として、新潟

眼球銀行におさめられました。

　現在登録者は420名余。あなたも登録を。

丁
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★★★青少年ホーム★★★

講座生を募集（追加）

講座名 曜　　　日 人数 教　材’費

料理A 第1・3水曜日 2名 2，400円×2回（10～3月〉

料理B 第2・4水曜日 2名 〃

★時間　午後6時30分～9時

◇受講資格市内に在住または勤務している25歳以

　　　　　　　下の方
◇申し込み及び●希望する方は勤労青少年ホーム事務室

　利用者登録　に備えつけの申込書に記入して提出し

　　　　　　　てください。
　　　　　　●講座申込者からは、災害保償保険料200

　　　　　　　円と利用者協議会に加入してもらいま
　　　　　　　すので会費100円、合計300円（年額）を

　　　　　　　いただきます。
◇問い合わせ市勤労青少年ホーム（智57－8918）

秋
の
ブ
ナ
林
で

　
　
　
　
　
　
シ
タ
ー
ル
を
き
く
集
い

●
日
時

●
会
場

●
会
費

●
出
演

●
送
り

●
チ
ケ
ッ
ト

●
主
催

難
醐黛

　霧
　、騰

十
月
二
十
八
日
㈹
　
午
後
二
時
～
四
時

大
池
市
民
施
設
近
く
の
ブ
ナ
の
原
生
林
（
受
付
は
市
民
施
設
で
）

大
人
…
千
円
、
学
生
…
五
百
円
、
小
学
生
以
下
…
三
百
円

シ
タ
ー
ル
奏
者
キ
ッ
シ
ョ
ー
ル
・
ゴ
ー
シ
ュ
ほ
か

午
後
一
時
・
一
時
半
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
市
民
会
館
前
を
出
発

　
　
丸
久
紙
店
に
て
発
売

大
池
市
民
施
設
●
協
賛
　
鉢
青
年
団
と
仲
間
た
ち
、
赤
倉
青
年
会

ふ銘
一
、

灘

〈シタール音楽〉

シタール音楽はインド北部の音楽で

特にビートルズのジョージ・ハリス

ンによって世界に知られるようにな

った。奏者のキッショール・ゴーシ

ュは、パリに本拠地をおき、ヨーロ

ッパ、アメリカでコンサート活動を

続けている。

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
労
働
金
庫
で
は
、
職
場
に
労
働
組

合
が
な
い
働
く
人
、
労
働
組
合
が
あ

っ
て
も
労
働
金
庫
に
加
入
し
て
い
な

い
職
場
の
方
、
事
業
主
以
外
の
お
勤

め
の
方
を
対
象
に
ロ
ー
ン
相
談
専
用

窓
口
「
ろ
う
き
ん
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎
住
宅
ロ
ー
ン
　
融
資
額
・
五
十
万

円
～
三
、
○
○
○
万
円
　
期
間
・
十

～
三
十
年
　
金
利
・
年
七
・
七
〇
～
’

八
・
一
〇
％

◎
暮
ら
し
の
ロ
ー
ン
　
融
資
額
一
万

円
～
一
〇
〇
万
円
　
期
間
・
一
～
五

年
　
金
利
・
年
一
〇
・
九
％

◎
教
育
ロ
ー
ン
　
融
資
額
・
一
万
円

～
二
〇
万
円
　
期
間
二
～
十
年
（
四

年
以
内
の
据
置
期
間
含
む
）
　
金
利
・

年
九
・
二
〇
％

◎
暮
ら
し
の
回
ー
ン
（
不
動
産
担
保
）

融
資
額
・
五
〇
万
円
～
一
、
○
○
○

万
円
期
間
・
十
年
～
三
十
年
金

一㊥0＠㊥＠0㊥＠魯㊥一
麺織≦i究いらつしやい
恋人どっしさん

■と　き　10月24日㈲夜7時～
■ところ　十日町市公民館（学校町）

■内容はじめての赤ちゃん
　　　　　・かかりやすい病気と予防

■講師　十日町病院小児科医師
　　　　　　　　　　　鈴木紀夫先生

鯵澱
・騰1簸

利
・
年
八
・
七
〇
～
九
・
一
〇
％

◎
災
害
ロ
ー
ン

〈
住
宅
〉
融
資
額
・
五
〇
～
三
、
○

○
○
万
円
　
期
間
・
十
～
三
十
年

金
利
・
年
七
・
四
五
～
七
・
八
五
％

〈
無
担
保
〉
融
資
額
・
一
万
円
～
一

〇
〇
万
円
　
期
間
・
一
～
十
年
　
金

利
・
年
八
・
九
％

　
詳
し
く
は
、
新
潟
県
労
働
金
庫
十

日
町
支
店
（
盈
五
七
…
八
三
〇
〇
）

か
、
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
（
智

〇
二
五
二
－
二
八
－
三
四
一
一
）
へ
。

　
84
働
く
女
性

　
ラ

　
な
が
お
か
の
集
い

と
き
　
十
一
月
十
六
日
㈹
　
午
後
一

時
～
四
時

と
こ
ろ
　
長
岡
市
厚
生
会
館

対
象
　
働
く
女
性
、
事
業
主
ま
た
は

人
事
労
務
担
当
者
、
労
働
組
合
、
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

きものの里をきもので歩こう

　市外の女性の方に、十日町のきものを着て、十日町

の街の中を歩いて「十日町」を知ってもらおうと一昨

年から始められた催し。市内の名所見学、琴の演奏、

お茶、ショッピング、記念撮影、和装小物のプレゼ

ントもあります。市外の親戚・知人・友人をお誘い

ください。

囹対象　市外から赴任されてきた方、市外の方

囹期日　11月3日（土）一文化の日一
團集合場所　クロス10十日町（本町6－1）

囹集合時間　午前9時30分
囹定員　先着70名（女性のみ）…振袖20名、付下20名、

　　　紬30名
囹参加費　2，000円

囹申し込み先　十日町市観光協会（クロス10内盈57
　
　
　

　
町
2
3
㈹
の

　
　
2
3
日

咽
＋
｝
解
き
袋

ものは用意しますので、当日白足

・肌儒件をご持参ください。

囹締切り　10月

囹持参するもの

人
労
働
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど

講
演
　
o
婦
人
労
働
者
に
期
待
さ
れ

る
も
の
…
上
野
伸
雄
氏
（
星
野
製
菓

総
務
課
長
）
　
o
雇
用
に
お
け
る
男

女
の
均
等
…
新
潟
県
婦
人
少
年
室
長

o
働
く
女
性
の
明
日
を
め
ざ
し
て
．
．
．

沖
藤
典
子
氏
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
）

主
催
　
新
潟
県
、
長
岡
市
、
新
潟
婦

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
フ
と
語
り
に
よ
る

　
　
　
宮
沢
賢
、
治
の
世
界

◇
と
　
き
　
十
月
十
九
日
働
　
午
後
七
時
開
場
・
午
後
七
時
半
開
演

◇
と
こ
ろ
　
む
つ
み
幼
稚
園
（
桑
原
）

◇
入
場
料
　
大
人
…
前
売
千
円
・
当
日
千
二
百
円
、
中
学
生
以
下
…
前
売

　
　
　
　
　
五
丁
百
円
・
当
日
六
百
円

◇
語
り
手
　
林
洋
子
（
日
本
全
国
に
．
夢
の
出
前
”
こ
と
し
中
に
四
百
回
に
）

◇
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
伝
わ
る
ハ
ー
プ

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
「
や
ま
な
し
」
　
「
よ
だ
か
の
星
」

◇
入
場
券
　
丸
久
紙
店
・
む
つ
み
幼
稚
園
・
下
条
公
民
館
で

◇
主
催
十
日
町
タ
ラ
ム
ボ
ン
の
会

人
少
年
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
十
月
三

十
一
日
ま
で
に
市
・
商
工
課
へ
。

村
上
海
員
学
校

　
　
　
　
　
生
徒
募
集

　
国
立
村
上
海
員
学
校
で
は
、
六
十

年
度
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
高
等
科
約
六
十
名

修
業
年
限
　
ニ
カ
年
（
全
寮
制
）

願
書
受
付
　
昭
和
六
十
年
一
月
四
日

～
二
月
四
日

入
学
試
験
　
二
月
十
日

試
験
科
目
　
国
語
、
数
学
、
英
語
、

　
（
中
卒
程
度
）

受
験
資
格
　
中
卒
以
上
、
十
九
歳
未

満
の
人

　
詳
細
は
、
国
立
村
上
海
員
学
校
教

務
課
（
〒
九
五
八
1
0
一
、
村
上
市

上
の
山
、
智
〇
二
五
四
－
五
六
ー
七

六
一
四
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



目で見る十目町の歴史

国 風

ダ

　　　　　　　　　　召…　　●　召。　　＿

10乃0日ω～”％」日（日）市博物館西本町，盈5，．5，、、

慶応4・戊辰戦争で官軍通過。

明治2・柏崎県に属す。

明治5・十日町小学校開校。

明治6・新潟県に属す。

明治8・警察署設置、郵便局開局。

明治12・魚沼郡が南、中、北魚沼に。

明治14・郡立十日町病院開院。

明治19・県道魚沼線（117号）開通。

明治23・県道大島線（253号）着工。

明治27・十日町消防組発足。

明治30・十日町村が町制施行。

明治31・県道六日町線（253号）着工。

明治32・十日町織物同業組合設立。

明治33・十日町大火（823戸焼失）

明治34・中魚沼郡染織学校開校。

明治42・電話取扱開始（加入37戸）

明治44・魚沼水力電気株式会社設立。

大正7・森林測候所開設。

大正8・中魚沼郡誌刊行。

大正9・第1回国勢調査（市内33，886人）

大正10・十日町自動車会社設立。

大正12・町立実科女学校開校。

大正13・十日町橋完成。

大正15・県立十日町中学校開校。

昭和2・十日町鉄道開通。

昭和4・十日町小唄できる。

昭和6・千手発電所着工。

昭和10・十日町織物工業組合設立。

昭和13・雪で旬街座陥落（死者69人）。

昭和16・主食配給制度始まる。

昭和19・学童集団疎開始まる。

昭和20・積雪425cm、町役場焼失。

昭和22・新制中学校、公民館発足。

昭和23・十日町高校発足。

昭和25・第1回雪まつり開催。

昭和29・十日町が市制施行。

昭和30・下条村が十日町市に合併。

昭和33・織物会館完成。

昭和37・水沢村が十日町市に合併。

　　実高開校、市民体育館完成。
昭和39・栄橋完成。

昭和40・十日町駅新駅舎完成。

昭和43・市役所新庁舎完成。

昭和46・市公民館完成。

昭和50・コモ市と姉妹都市提携。

お
父
さ
ん

　
　
　
　
お
母
さ
ん
へ

　
博
物
館
で
は
、
開
館
五
周
年
、
市

制
施
行
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
目

で
見
る
十
日
町
の
歴
史
、
　
「
明
治
・

大
正
・
昭
和
一
〇
〇
枚
の
写
真
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
難
灘
．

　
戊
辰
戦
争
で
維
新
の
幕
が
あ
い
た
鰯
灘

十
日
町
地
方
に
も
、
学
校
が
で
き
、

道
が
で
き
、
電
灯
が
と
も
り
、
自
動

車
や
汽
車
が
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
．

た
。
そ
の
た
め
、
く
ら
し
も
た
い
へ
ん

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
火

や
戦
争
を
体
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
叢

か
っ
た
人
々
は
、
や
は
り
苦
し
く
悲

し
い
時
代
を
生
き
ま
し
た
。
今
回
は
　
難

そ
う
し
た
地
域
の
流
れ
を
、
写
真
で

つ
づ
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
の
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
が

ん
く
だ
さ
い
。

〈
開
館
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半
〉

▲十日町郵便局（明治42年）

▲魚沼水力電気株式会社（明治45年）

　　　　　　　　　一マ

灘轟麟藝．、講、灘難．

▲明治末期の本通り

▲大正10年の本通り

▲十日町乗合自動車営業所（昭和初期）　▲昭和10年頃の本通り

▲十日町駅（昭和2年） ▲昭和30年代の本通り

「
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下条地区公民館
日時　11月3日（土）午前9時～午後4時

　　　11月4日（日）午前9時～午後3時

内容●展示（絵画、書道、活花、写真、手

　　　芸、焼物）●家宝展●菊花展●バザ

　　　ー（3日のみ）

川治地区公民館

日時　11月3日（土）午前9時～午後4時

内容●展示（活花、焼物、書道、盆栽、手

　　　芸、菊花）●焼物手作りの部屋●バ

　　　ザー●不用品即売会

多
騨
海
諸
馳
郷
絢
を

十日町市公民館
日時　11月3日（土）午前9時～午後4時

内容●展示（青年学級、市民講座、老人講

　　　座、チビッ子公民館、利用団体作品）

　　　●老人講座作品展示即売●バザー

水沢地区公民館

日時　11月4日（日〉午前9時～午後4時

内容●展示（手芸、焼物、表具、活花、書

　　　道、菊花、俳句）

　　　●芸能発表会

六箇地区公民館
日時　10月28日（日）

　　　　　午前9時～午後3時30分

内容●展示（活花、手芸、菊花、写真、わ

　　　ら工芸品）●芸能発表会●バザー緯1滋：：騒，二：、圃賭

中条地区公民館
日時　11月11日（日）午前9時～午後4時

内容●展示（活花、焼物、菊花、盆栽、書

　　　付、写真）●もちつき大会

　　　●バザー

吉田地区公民館

日時　10月28日（日）

　　　　　　午前9時～午後4時

内容●展示（焼物、書道、盆栽、

　　　親子ふれあい教室写真展示

　　　活花）

新座分館
日時　11月11日（日）

　　　　午前9時30分～午後3時

内容●展示（手芸、菊花、書付、

　　　活花）●昔の写真展

　　●バザー

一大井田分館一＼
日時　11月3日（土）

　　　　　午前10時～午後4時
　　　11月4日（日）

　　　　　午前9時～午後4時
内容●展示（活花、書道、焼物、
　　　菊花、盆栽）●昔の写真展
　　●ノくザ’一

　
市
美
術
展
の
審
査
が
九

月
三
十
日
に
行
わ
れ
、
入

賞
者
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
市
美
術
展
は
、
十
月
十

二
日
㈹
～
十
四
日
⑲
の
午

前
九
時
～
午
後
八
時
半
（
十

四
日
は
午
後
四
時
半
）
ま

で
十
日
町
市
公
民
館
で
開

か
れ
ま
す
。
芸
術
の
秋
で

す
。
ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

第
一
部
日
本
画
（
出
品
1
8
点
）

■
市
展
賞
　
　
「
春
夜
の
合

奏
」
庭
野
と
も
子
（
新
座

二
）■

奨
励
賞
　
　
「
海
光
る
」

生
越
良
彦
（
下
条
二
）

「
白
銀
連
峰
」
柳
安
寿
（
高

島
）
　
■
佳
作
賞
　
　
「
夏

の
終
り
」
片
桐
将
雄
（
新
潟
市
）

「
野
」
鳥
谷
良
軸
（
寿
町
四
）

第
二
部
　
洋
画
（
出
品
55
点
）

■
市
展
賞
　
　
「
石
仏
2
」
小
林
信
吾

（
吉
田
山
谷
）

■
奨
励
賞
　
　
「
吊
橋
の
あ
る
風
景
」

小
林
幸
一
（
津
南
町
）
　
　
「
猫
（
里

芋
畑
）
」
田
中
善
男
（
四
日
町
）

「
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
」
堀
田
正
（
旭
ヶ

丘
）
　
■
佳
作
賞
　
　
「
冬
」
登
坂
明

雄
（
下
川
原
町
）
　
「
雪
の
夕
暮
れ
」

玉
村
三
郎
（
妻
有
町
西
）
　
「
祇
園

寂
し
き
」
富
井
義
一
（
馬
場
）
　
「
温

度
」
近
藤
貴
久
（
十
日
町
高
校
）
「
花

と
楽
器
1
」
櫃
間
敏
夫
（
千
歳
町
）

第
三
部
　
新
し
い
美
術
（
出
品
8
点
）

■
市
展
賞
　
　
「
流
れ
る
」
佐
藤
陽
一

（
長
岡
市
）

■
奨
励
賞
　
　
「
土
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
（
平
面
分
割
）
」
青
少
年
ホ
ー
ム

花
道
部
　
■
佳
作
賞
　
　
「
パ
ッ
シ
ョ

ン
84
」
石
田
智
子
（
小
千
谷
市
）

第
四
部
　
彫
塑
（
出
品
8
点
）

■
市
展
賞
　
　
「
人
、
ひ
と
、
ヒ
ト
」

鈴
木
幸
宏
（
十
日
町
高
校
）

■
奨
励
賞
　
　
「
無
題
」
大
口
幸
恵
（
十

日
町
高
校
）

第
五
部
　
工
芸
（
出
品
1
8
点
）

■
市
展
賞
　
　
「
碧
（
大
盃
）
」
和
田

潔
（
中
条
旭
町
）

■
奨
励
賞
　
　
「
浮
き
舟
」
佐
藤
陽
一

（
長
岡
市
）
　
■
佳
作
賞
　
　
「
唐
茸

文
化
瓶
」
保
坂
義
男
（
南
鐙
坂
）

「
焼
き
〆
壺
」
柳
一
夫
（
高
島
二
）

第
六
部
　
書
道
（
出
品
37
点
）

■
市
展
賞
　
　
「
風
の
音
（
と
し
ゆ
き

の
歌
）
」
塩
川
貞
子
（
稲
荷
町
一
）

　
　
　
　
　
　
　
げ

■
奨
励
賞
　
　
「
筆
硯
」
田
中
米
作
（
津

南
町
）
　
「
漢
詩
高
啓
詩
」
藤
ノ
木

三
郎
（
中
里
村
）
　
「
漢
詩
」
梧
沢

美
都
子
（
高
田
町
五
）
　
■
佳
作
賞

「
西
本
願
寺
3
6
人
集
」
大
島
由
利
子

（
美
雪
町
）
　
　
「
酒
に
対
す
」
村
山

五
三
郎
（
田
川
町
一
）
　
「
杜
甫
詩
」

石
沢
皐
竹
（
津
南
町
）
　
　
「
漢
詩
」

平
野
治
人
（
黒
崎
町
）
　
「
良
寛
詩
」

島
田
鉄
夫
（
川
治
下
町
二
）
　
「
高
青

邸
詩
」
宮
静
子
（
丸
山
町
）

第
七
部
　
写
真
（
出
品
9
8
点
）

■
市
展
賞
　
　
「
59
年
豪
雪
の
軌
跡
」

内
田
道
幸
（
西
本
町
一
）

■
奨
励
賞
　
　
「
夏
の
大
江
湿
原
」
山

口
隆
也
（
川
西
町
）
　
「
大
名
行
列
」

山
岸
守
二
（
川
西
町
）
　
　
「
緋
鯉
と

女
」
斉
木
末
吉
（
本
町
六
）
　
「
変

身
」
岡
村
秀
太
郎
（
六
日
町
）
　
■

佳
作
賞
　
　
「
か
ず
ち
ゃ
ん
0
歳
」
田

村
弘
子
（
城
之
古
東
町
）
　
　
「
さ
よ

う
な
ら
の
夏
」
遠
田
功
一
（
川
治
下

町
）
　
　
「
よ
ろ
こ
び
の
日
」
山
本
貴

一
（
中
条
中
町
）
　
　
「
に
わ
か
雪
」

田
口
良
平
（
川
西
町
）
　
　
「
霊
峰
の

道
」
佐
藤
昭
二
（
大
和
町
）
　
　
「
休

日
」
水
落
秀
夫
（
山
際
）
　
　
「
二
千

年
蓮
」
小
林
由
直
（
小
泉
）
　
　
「
桜

風
」
田
辺
千
勝
（
塩
沢
町
）
　
　
「
北

ア
ル
プ
ス
の
夜
明
」
宮
沢
健
二
（
小

黒
沢
）
　
「
妻
有
の
里
の
入
日
」
長

谷
川
泪
（
上
新
田
二
）
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すきな云誉

公民館本館図書室の

　　　　　　開館時間
■火・木・金曜日

　…午前9時～午後6時
ロ水曜日

　一午前9時～午後8時半

ロ土・日曜日

　…午前9時～午後5時
◎休館日～毎週月曜日～

　10月11日、11月14日、11

　月23日は休館日です。

つ』翫霧の秋でずぐ

す乞なとき々

　公民館図書室の本は、簡単

な手続きをするだけで、どな

たでも借りられます。

　公民館本館、各地区公民館

自動車文庫「こだま号」でみ

なさんの読書の秋を深めてく

ださい。

菖団コンサートdb
　　　●日時　10月27日仕）

　　　　　　　午後7時開演
蹴塾　　（6時半開場）
　　　●会場　十日町市民会館ホール

　　　●入場料　一　般500円

　　　　　　　　中高生300円
　　　●曲目　組曲「蔵王」、ポピュ
　　　　ラー特集「いい日旅立ち」「ロ

　　　　ミオとジュリエット」　「アメ

臥』贔締鉱麓お

　　　　鐵
　　爆懲

鯵
③
傷
小
中
学
校
合
同
音
楽
祭
㊤
市
民
芸
能
祭

⑮⑫㊥㊨㊥⑳

　
市
制
施
行
3
0
周
年
を
記
念
し
て
、
市
内
の
小
・
中

学
校
の
合
唱
や
器
楽
合
奏
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

第
1
0
回
秋
の
市
民
芸
能
祭
で
は
、
踊
り
・
民
謡
・
演

劇
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

囹
日
時
　
1
0
月
2
1
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
開
演

囹
会
場
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

一
・
・
』
、

ノ試市審籠行駐岡辱龍念

藝…承、鱒欝那
璽0月21βく鋤
禰㈱一醗祭憲櫓轍委襲会

　樗徹β雛～激能餐　麹鞠轍繍鮫
畑聯騰麟蕪棚轍露

囹
入
場
料
　
無

料囹
出
演
団
体

◎
音
楽
祭
…
十

日
町
小
、
中
条

小
、
西
小
、
野

中
小
、
川
治
小
、

東
小
、
下
条
小
、

下
条
中
、
十
日
町
中
、
吉
田
中
、
水
沢
中
、
南
中

◎
市
民
芸
能
祭
…
十
日
町
多
賀
仙
会
、
高
山
寿
扇

会
、
銀
嶺
会
、
十
日
町
寿
扇
会
、
多
津
美
会
、
あ

け
ぼ
の
会
、
北
新
田
若
葉
会
、
北
鐙
坂
若
葉
会
、

寿
雪
の
会
、
中
条
多
賀
仙
会
、
さ
ざ
な
み
会
、
新

座
寿
扇
会
、
川
舟
会
、
演
親
会
、
手
話
サ
ー
ク
ル

囹
主
催
　
十
日
町
市
教
育
委
員
会
、
十
日
町
市
教

育
振
興
会
、
十
日
町
市
公
民
館

1
子
ど
も
会
向
け
ー

　
　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
講
習
会

●
日
時
　
1
0
月
2
0
日
G
D
・
午
後
1
時
3
0
分
～

●
会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

●
講
師
　
専
門
家
を
招
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
当
日
受
付
け
ま
す
。
ど
な
た
で
も

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

地域の

、拝見ノ

◆5◆

心
に
残
る
事
業
を
モ
ッ
ト
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
中
条
地
区
公
民
館

　
中
条
地
区
の
公
民
館
活
動
は
地
区

館
と
新
座
、
大
井
田
、
中
条
北
の
三

つ
の
分
館
を
拠
点
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

公
民
館
運
営
委
員
が
中
心
に
な
っ
て

事
業
の
企
画
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
夏
休
み
に
小
学
生
を
対
象
に

し
た
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
こ

れ
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
地
区
館
で
は
小
学
生
の
焼
物
教
室

を
四
回
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。

学
習
が
始
ま
る
ま
で
は
ワ
イ
ワ
イ
騒

い
で
い
た
子
供
達
が
、
粘
土
を
か
ま

い
始
め
る
と
作
品
づ
く
り
に
熱
中
し
、

二
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た

よ
う
で
し
た
。
子
供
達
の
こ
の
集
中

力
に
は
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
先
生
も

驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
の
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
う
わ
ぐ
す
り

素
焼
を
し
た
作
品
に
粕
薬
を
か
け
ま

し
た
が
、
自
分
の
作
品
の
で
き
あ
が

り
を
想
像
し
な
が
ら
何
色
に
し
よ
う

か
考
え
、
慎
重
に
粕
薬
を
か
け
て
い

　
　
供
達
が
　
夕
食
づ
く
り
で
鰯
の
蒲
焼

　
　
に
挑
戦
し
、
鰯
の
頭
を
取
っ
た
り
腹

　
　
わ
た
を
出
し
た
り
し
ま
し
た
。
こ
ん

　
　
が
り
と
焼
き
あ
が
っ
た
鰯
の
蒲
焼
は

　
　
と
て
も
美
味
で
、
一
緒
に
食
べ
た
親

　
　
ご
さ
ん
達
は
子
供
の
力
を
見
直
し
た

　
　
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
他

　
　
焼
物
づ
く
り
を
や
っ
た
の
で
、
も
う

　
　
す
ぐ
焼
き
あ
が
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

　
　
プ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
が
で
き

　館
る
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
会
話
が
生
ま

民　
　
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

銭
公区

　
　
新
座
分
館
で
は
四
～
六
年
生
を
対

地・
条
象
に
一
日
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
分

獺
仲
館
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
テ
ン
ト
を
張
っ

室
て
の
宿
泊
で
す
。
テ
ン
ト
は
委
員
の

緊
教物

指
導
を
受
け
な
が
ら
自
分
達
で
建
て

焼
ま
し
た
・
そ
し
て
夕
食
は
飯
盒
で
炊

　
の

　
生
い
た
ご
飯
に
、
涙
を
流
し
な
が
ら
切

学　
ト
っ
た
玉
ね
ざ
入
り
の
カ
レ
i
。
み
ん

　
ノ　

　
な
モ
リ
モ
リ
食
べ
、
何
杯
も
お
代
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
で
き
あ
が
っ
た

作
品
は
小
学
校
に
展
示
し
て
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ま
し
た
。
ま
た
、
教
室
の
あ
る
日
館

は
早
く
き
て
机
や
椅
子
を
並
べ
学
習
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座

の
準
備
を
し
て
く
れ
る
な
ど
、
い
つ
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
違
う
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
大
井
田
分
館
で
は
親
子
ふ
れ
あ
い
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
生

教
室
の
合
宿
を
行
い
　
昨
年
改
築
さ
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

れ
た
分
館
（
大
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
4

セ
ン
タ
ー
）
に
親
子
で
一
泊
し
ま
し

た
。
家
で
は
”
私
食
べ
る
人
”
の
子

　
　
　
、

し
て
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
で
は
グ
ル
ー
プ
対
抗
の
ゲ
ー
ム

に
熱
が
入
り
、
女
の
子
の
チ
ー
ム
が

優
勝
し
ま
し
た
。
　
”
消
灯
”
と
い
っ

て
も
な
か
な
が
寝
つ
く
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
テ
ン
ト
の
中
で
ト
ラ
ン

プ
を
し
た
り
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り

で
、
子
供
に
と
っ
て
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

以
上
三
つ
の
子
供
対
象
の
事
業
で
は

な
る
べ
く
大
人
が
手
を
出
さ
ず
に
、

子
供
に
や
ら
せ
る
よ
う
心
が
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
子
供
は
子
供
な
り
に

や
り
と
げ
る
こ
と
が
で
き
、
何
か
夏

休
み
の
思
い
出
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
委
員
会
で

は
、
十
一
月
の
文
化
祭
の
企
画
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
学

に
こ
ら
れ
た
方
の
心
に
何
か
残
る
も

の
が
あ
る
よ
う
に
と
…
。

一 一「圃
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Φ⑦⑳⑦㊥②、，．英男

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
一
年
生
で

す
。
春
先
か
ら
週
一
回
と

気
の
向
い
た
と
き
に
、
ト

ッ
ト
コ
、
ト
ッ
ト
コ
や
つ

て
い
ま
す
。
我
流
で
す
が
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
ひ
と
り

で
も
、
お
金
と
ヒ
マ
が
な

く
て
も
で
き
る
の
で
、
私

に
と
っ
て
最
適
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大津　仁さん（43歳・三ツ山）

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
て

二
年
余
り
、
会
員
3
6
人
の
互

親
長
寿
会
で
毎
週
火
曜
日
、

親
睦
を
第
一
に
練
習
し
て
い

ま
す
。
な
に
よ
り
友
達
が
多

く
で
き
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や

健
康
の
保
持
増
進
に
も
も
っ

て
こ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
最

近
で
は
市
内
の
大
会
に
入
賞

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
μ

た
。
　
　
　
　
“
』

　　さん
（市体育

　課長）

　
　
ー
ツ
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
制
施
行
3
0

　
　
周
年
の
記
念
の
年
で
す
。
市
民
総
ス
ポ
ー
ツ

　
　
化
を
め
ざ
し
、
大
い
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

和
度
数
申
中
＋
ヵ
て
利
　
育

照
離
翻
期
紺
は
贈
勘
劒
凱
礁

〆

礪
灘
欝
饗

　
　
　
　
　
　
育
学
開
本
付
2

　
　
　
　
　
　
教
中
校
、
受
月

　
　
　
　
　
　
市
町
学
が
を
n

　
　
　
　
　
　
　
　
日
で
す
み
み

　
　
　
　
　
　
　
　
校
ま
込
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
申
し

下
　
　
9

臓
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ル
を
や
コ

⑯
　
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
自
分
で
す
・

んさ
　
る
の
も
大
好
き
で
す
。
試
合
前
（

ビ良
　
感
。
仲
間
と
一
緒
に
汗
し
て
喜
佃

三
う
・
…
な
ど
ス
ポ
↓
を
通
し
1

松嶋
　
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
几

小
ア
イ
ト
ノ
」
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
も
い
か
が
で
す
か
。
　
　
　
、

側い《・ス：ポ6ツ
　　　　　　　　　コーナー

（壽臨：：轍綴憂羅を）

（離薦麗講魏326）

　　　　　　　　　　　ノわが．纏．．さ国体

　　　　　　　　ノ＋日磯箏麟灘援を！
　　　　　　　〆●野本修さん（37歳・相撲）
　　　　　　〆　　　　　　　　　●鈴木隆さん（17歳・相撲〉

　　　　／庭野一史諭繋鍮．，ぐスケ．トボール）

　　　〆●小林勝也さん（28歳・陸上）
　　　　　　　　　　　●小宮山一夫さん（44歳・クレー射撃）

　　　　　　　　　グルーブ紹介
ノ、昭和

…
　
　
　
欝

幅
3
1
市
上
て
歩
へ
“
●
生
　
出
治
2
0

り
ト
格
以
し
ナ
峠
う
　
学
参
●
川
員

『
腰
蝋
墨
調
垢
露
詣
碇

．
州
胤
轄
篇
駿
嘉
へ

怒
熱
を
語
－
あ
7
．
（
5
．
－
六

て
味
わ
え
る
こ
と
が
7
　

』

体
力
の
続
く
限
り
「
フ
　
　
遭
　
　
　
　
、
』

・
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
み
な
さ
ん
　
　
　
　
　
1
！

阿
部
栄
子
さ
ん
（
2
2
歳
・
江
道
）

，
〆

　
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
三
連
覇
を
ね

ら
い
、
数
回
練
習
を
重
ね
て
大
会
に
の
ぞ

み
ま
し
た
。
勝
利
の
喜
び
と
＼
　
『
つ
の
こ

と
に
燃
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
最
高
で

す
。
希
望
者
が
多
く
、
人
選
に
苦
労
し
ま

し
た
が
．
来
年
は
南
部
＼
北
部
ニ
チ
ー
ム

出
場
と
張
り
き
っ
て
い
ま
す
。

●代表／児玉昭一郎（稲葉・57－4362）

　　　　　　一吉チわツ出
コ
致
団
結
、
最
後
ま
で
元
気
な
声
を

し
て
が
ん
ば
ろ
う
凶
が
我
が
チ
ー
ム
の
モ

ト
ー
で
す
。
最
近
や
っ
と
勝
利
の
味
が

か
り
始
め
た
平
均
餌
歳
の
こ
れ
か
ら
の

f
ム
で
す
。
毎
週
火
躍
午
後
8
騰
か
ら

田
中
体
育
館
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

緒
に
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か
。

　　一一願卿題野璽顔翻欝還醐塵翻璽謹野認躍翻一一
■功労者表彰

●池田正司さん
（飛渡地区体協・53歳）

長年にわたり、飛渡
地域スポーツの振興
に貢献。

●徳永徳次さん
　（剣道協会・55歳）

（特に川治地区）の剣

道の普及に貢献。

■優秀指導者表彰

●村山国夫さん
　（川治地区体協・44歳）

　県学童相撲大会で川治小
　3連覇（S55～57）
　県中学相撲大会で南中優
　勝（S58）ほか

●池田正巳さん
　（中体連・51歳）

　全国中学校選抜スキー大
　会で男・女リレー優勝（S
　57・58）ほカ・

長年にわたり・市内●松田幹人さん

●上村秀雄さん
　（山岳協会・60歳）

　長年にわたり、登山
　技術の指導に携わり
　優秀な岳人を育成。

（中体連・41歳）

全国中学校スキー大会で
女子リレー優勝（S57）
ほか

■特別表彰
　●十日町実業高校・野球
　部、第66回全国高等学
　校野球大会新潟県大会
　　で準優勝

■優秀競技者表彰 ※敬称略

氏　　　名 年齢 種　　目 氏　　　名 年齢 種　　目

久保田正満 40 空　　手 千原　美子 17 ス　キ　ー

庭野　一史 30 空　　手 阿部　淑恵 17 ス　キ　ー

相沢　　　勇 28 空　　手 池田　麻子 16 ス　キ　ー

山崎　哲嗣 18 空　　手 春日　和美 16 ス　キ　ー

西野　弘幸 16 空　　手 大嶋　太郎 17 ス　キ　ー

太田　篤宣 19 陸　　上 諸里真紀子 19 ス　キ　ー

西野美千代 18 陸　　上 高橋美智子 24 ス　キ　ー

岩田　規子 17 陸　　　上 品川　達平 36 ス　キ　ー

市村　幸一 27 卓　　球 本間　　大 16 ス　キ　ー

尾身　　豊 22 卓　　球 岩田　敏恵 16 ス　キ　ー

高橋　君子 20 卓　　球 本間　　寿 16 ス　キ　ー

小海由起子 20 卓　　球 湯川日出男 16 ス　キ　ー

根津由紀子 21 卓　　球 太田久美子 24 軟式庭球

梧沢　俊明 18 ス　キ　ー 柳　　　智子 23 軟式庭球

小海さゆり 17 ス　キ　ー 横山　　保 28 軟式庭球

石田　弘美 19 ス　キ　ー 計31人
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該
当
者
　
満
三
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
人

接
種
方
法
　
一
～
四
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
皮
下
接
種

料
金
　
満
三
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
人
　
一
回
一
〇
〇
円
（
接
種
当
日
持
参
）

受
け
ら
れ
な
い
人
　
生
ワ
ク
投
与
・
麻
し
ん
接
種
後
一
ヵ
月
経
過
し
な
い
人
等

◎
1
0
月
2
3
日
以
前
の
日
程
は
、
市
報
9
月
2
5
日
号
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
接
種

前
の
注
意
・
持
参
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

◎
保
育
所
・
幼
稚
園
に
通
園
さ
れ
て
い
る
方
は
、
保
育
所
・
幼
稚
園
か
ら
配
布

さ
れ
る
日
程
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

地
　
区
　
名

実
　
施
　
月
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

下
条
小
学
校
区

10
月
2
3
日

　
（
火
）

11
月
1
3
日

　
（
火
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後

2
時
5
0
分
～
3
時

東
下
組
小
学
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
東
側
）

10

月
2
5
日

　
（
木
）

11

月
1
5
日

　
（
木
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

中
条
小
学
校
区

10

月
3
0
日

　
（
火
）

n
月
2
0
日

　
（
火
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

中
条
公
民
館

鐙
島
小
学
校
区

10
月
3
1
日

　
（
水
）

n
月
2
1
日

　
（
水
）

午
後

2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後

2
時
5
0
分
～
3
時

真
田
小
学
校

川
　
治
　
地
　
　
区

（
川
治
川
よ
り
北
側
）

n
月
－
日

　
（
木
）

11

月
2
2
日

　
（
木
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

n
月
2
7
日

　
（
火
）

12

月
1
8
日

　
（
火
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

水
沢
小
学
校
区

n
月
2
8
日

　
（
水
）

12

月
2
0
日

　
（
木
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

水
沢
出
張
所

東
小
学
校
区

n
月
2
9
日

　
（
木
）

12

月
1
9
日

　
（
水
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

東
小
学
校

川
　
治
　
地
　
　
区

（
川
治
川
よ
り
南
側
）

n
月
3
0
日

　
（
金
）

12

月
2
1
日

　
（
金
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

■圖國國團國囹囹囮図圏■図

～お互いゆずりあって

　　　　ゆっくり走りましょう～

●秋の行楽期における交通事故防止運動

　楽しい行楽。交通事故で悔いを残さ

　ないようお互いに注意しよう。

●タ暮れどきの交通事故防止（％～％）

　夕暮れは、ライト早めにスピードダ

　ウン！ノ

　正しい横断に努めよう〃

　明るい服装を身につけよう！！

　　9月中の交通事故発生状況（）58年

市町村名 件数 死者 負傷者

十日町市 10（10） 2（1） 8（9）

川西町 1（3） 0（0） 1（4）

津南町 1（1） O（0） 1（1）

中里村 2（0） 0（0） 2（0）

累　　計 114（137） 4（5） 144（166）

騨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しロ

i犬の登録と注射のお知らせ　i
‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酢1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しi　10月5日～9日に実施した登録と注射を受　i
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロiけられなかった方のために、下記日’程で登録　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロiと注射を実施します。対象の方は、万障繰り　i
ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロび

1合わせておいでください。　　　　　　　　i
き　●対象　生後3ヵ月以上で、今年度未登録か　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じり　　　　　2度目の注射をしていない犬　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
と●持参する物　申込書（裏面にあります）、　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　印鑑、料金　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じり●料金　59年度未登録犬3，710円（登録と注射）i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ線59年度登録済犬1，610円（注射のみ）i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
i●日程　　　　　　　　　　　　　　　　　i
I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i月日　会場時間iロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しi　　　　　　水沢地区公民館　13：30～14：00　ii
i　IO月26日　　　　　　　　　　　　　　　ii
l　　　　十日町保健所14：20～14：50　：i
i　　働　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　中条地区公民館　15：10～15：40　i

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　陶

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

月　日 会　　場 時　　間

10月26日

　働

水沢地区公民館 13：30～14：00

十日町保健所 14：20～14：50

中条地区公民館 15：10～15：40

〃
あ
と
で
よ
り
い
ま
が
大
切
火
の
始
末
〃

　
　
　
　
　
　
　
1
秋
の
火
災
予
防
運
動
1

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、

十
月
二
十
六
日
か
ら
十
一
月
一
日

ま
で
を
「
秋
の
火
災
予
防
週
間
」

と
し
て
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
重
点
目
標

①
身
体
不
自
由
者
な
ど
を
中
心
と

し
た
死
傷
防
止
対
策
の
徹
底

②
家
庭
お
よ
び
地
域
に
お
け
る
防

火
対
策
の
推
進

③
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安
全

の
確
保

④
防
災
機
器
な
ど
の
普
及
の
推
進

　
な
お
、
こ
の
期
間
中
に
、
消
防
職

貝
、
消
防
団
員
が
各
事
業
所
、
危
険

物
施
設
の
ほ
か
、
一
般
住
宅
に
も
立

入
り
検
査
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

電
波
ほ

正
し
く
使
糖
ま
し
ょ
う

　
信
越
電
波
監
理
局
（
盈
〇
二
六
二

－
三
四
－
五
一
一
九
）
で
は
、
十
月

中
を
「
電
波
法
違
反
一
掃
運
動
月
間
」

と
定
め
、
電
波
法
令
違
反
の
未
然
防

止
運
動
を
強
力
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
違
法
な
無
線
局
を
開
設
し
た
り
運

用
し
た
り
す
る
と
、
電
波
法
違
反
と

し
て
、
一
年
以
下
の
懲
役
か
二
〇
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

胃
が
鑑
検
診
の

　
　
　
追
加
申
穫
込
み

　
市
で
は
、
四
月
に
回
章
に
よ
り
胃

が
ん
検
診
の
希
望
者
取
り
ま
と
め
を

行
い
ま
し
た
が
、
回
章
の
見
落
と
し

な
ど
に
よ
り
申
し
込
み
を
さ
れ
な
か

っ
た
人
の
た
め
に
、
つ
ぎ
に
よ
り
追

加
申
し
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

◎
対
象
者
　
満
四
十
歳
以
上
で
、
今

春
に
申
し
込
み
を
さ
れ
な
か
っ
た
方

◎
申
し
込
み
方
法
　
市
・
保
健
衛
生

課
（
費
五
七
ー
三
一
一
一
㊥
五
〇
二
・

五
〇
三
）
に
電
話
で
申
し
込
み
を
。

◎
申
し
込
み
受
付
期
間
　
十
月
十
五

日
～
十
月
二
十
日
（
厳
守
）

◎
検
診
時
期
　
昭
和
五
十
九
年
十
一

月
～
昭
和
六
十
年
三
月

◎
検
診
会
場
　
中
条
公
民
館
、
水
沢

出
張
所
、
保
健
セ
ン
タ
i

※
検
診
日
、
検
診
時
間
、
検
診
場
所

な
ど
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

　
　
胸
部
糖
ン
撫
ゲ
ン
閲
接
撮
影
・
循
環
器
検
診
圖
程

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
。

※
3
5
歳
以
上
の
か
た
は
血
圧
測
定
、
検
尿
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
。

◎
循
環
器
健
康
診
断
（
血
圧
測
定
・
検
尿
）
の
受
診
者
は
百
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
老
人
保
健
法
に
よ
る
健
康
手
帳
医
療
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
生
活
保

　
護
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
の
で
会
場
で
お
申
し
出
を
。

検
診
月
日

検
診
時
間

検
診
会
場

対
　
象
　
地
　
区

10
月
2
2
日
㈲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー

下
川
原
町
、
宮
下
町
東
・
西

諏
訪
町

午
後
－
時

～
午
後
3
時

神
明
町
、
学
校
町
1
・
2
、

水
野
町

10
月
2
3
日
㈹

午
些
則
9
時
3
0
分

～
午
甚
削
n
時
3
0
分

若
宮
町
、
田
中
町
㈹

午
後
－
時

～
午
後
3
時

川
原
町
、
上
川
町
、
田
川
町
1

10
月
2
4
日
困

午
些
則
9
時
3
0
分

～
午
』
削
n
時
3
0
分

田
川
町
2
・
3

午
後
－
時

～
午
後
3
時

島
、
川
治
上
町

10
月
2
5
日
㈲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
』
則
n
時
3
0
分

川
治
中
町
、
川
治
内
後
、

川
治
下
町
－

午
後
－
時

～
午
後
3
時

川
治
下
町
2
・
3
、

妻
有
町
東
1
、
妻
有
町
西
1
・
2

10
月
2
6
日
働

午
払
剛
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

谷
内
丑
1
・
2
、
北
新
田
1

午
後
－
時

～
午
後
3
時

北
新
田
2
・
3
、
城
之
古
東
町

10
月
2
9
日
㈲

午
晶
則
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

城
之
古
1
・
2
・
3
、
塚
原
町

午
後
－
時

～
午
後
3
時

高
山
2
・
3
・
4
、
錦
町
1

10

月
の
日
㈹

午
些
剛
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

錦
町
2
、
美
雪
町
1
・
2
・
3

桜
木
町
、
春
日
町
1

午
後
－
時

～
午
後
3
時

春
日
町
2
・
3
、
高
田
町
4
・
6

10
月
3
1
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分

～
午
些
削
1
1
時
3
0
分

高
田
町
5
、
山
本
町
1
・
2

午
後
－
時

～
午
後
3
時

山
本
町
3
・
4
・
5
、
千
歳
町

n
月
1
日
㈲

午
些
削
9
時
3
0
分

～
午
些
剛
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー

寿
町
㈹
、
河
内
町

午
後
－
時

～
午
後
3
時

新
座
保
育
園

新
座
1
、
本
町
7
の
ー
、
三
和
町

n
月
2
日
團

午
些
削
9
時
3
0
分

～
午
晶
削
1
1
時
3
0
分

新
座
保
育
園

新
座
4
、
本
町
7
の
2

午
後
－
時

～
午
後
3
時

新
座
2
・
3

n
月
5
日
㈲

午
甚
剛
9
時
3
0
分

～
午
晶
剛
n
時
3
0
分

大
　
　
井
　
　
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
　
　
ン
　
タ
　
ー

四
日
町
新
田
㈹

午
後
－
時

～
午
後
3
時

四
日
町
中
原
、
四
日
町
1

南
新
田
町
倒

n
月
6
日
㈹

午
越
則
9
時
3
0
分

～
午
凸
剛
1
1
時
3
0
分

四
日
町
2
、
尾
崎

午
後
－
時

～
午
後
3
時

四
日
町
3
・
4
、
五
軒
新
田



』』上＿、．

（12）と・おガ夢3昭和59年10月10日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　晒　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　孕　　　　　　　　帯　　　　　　　　騨　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　響　　　　　　一　　　　　一　　　　　薗　　　　　噸　　　　曹　　　　一　　　　一　　　　薗　　　騨　　　一　　　一　　一　　－　　，　ロ　ー　一
一〇，

き

り

と

り

線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

町　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

犬の年齢 年　　　　ヵ月

犬の毛色

犬の性別 めす　　・　　おす

犬の名前

犬の体格 大　・　中　・　小
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l
l
巳
1
1
1
9
1
0
8
1
5
1
0
1
1
1
ー
陰
，
O
I
I
I
I
I
，
ー
験
酢
匿
，
　
ー
1
1
0
1
1
1
1
1
－
1
酷
　
曇
、
I
I
I
I
I
I
I
1
9
9
1
1
　
一
I
I
一
I
I
I
I
I
I
l
ー
ー
　
瞥
5
0
1
1
1
1
　
1
－
I
I
I
I
e
　
唇
9
0

　
使
い
終
わ
っ
た
乾
電
池
が
　
戸
棚

や
机
の
引
出
し
の
中
に
隠
れ
て
い
ま

せ
ん
か
。
廃
乾
電
池
は
、
他
の
ゴ
ミ

と
一
緒
に
捨
て
る
と
公
害
－
燃
え

る
ゴ
ミ
と
一
緒
に
出
す
と
大
気
汚
染
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
一
緒
に
出
す
と
土

壌
汚
染
1
に
つ
な
が
り
ま
す
。
空

気
も
土
も
未
来
に
向
け
て
き
れ
い
な

ま
ま
で
残
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
使
用
済
み
乾
電
池
は
、
販
売
店
で

回
収
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
電
池
を

買
い
に
行
く
時
や
、
他
の
買
い
物
の

つ
い
で
に
ぜ
ひ
お
持
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。　

　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

嚢危
険
物
取
扱
者
試
験

受
験
案
内
（
下
半
期
分
）

■
試
験
期
日
　
十
一
月
十
五
日
㈲

O
試
験
場
所
　
新
潟
市
・
長
岡
市

■
試
験
の
種
類
　
・
乙
種
全
類
（
第

一
～
六
類
の
す
べ
て
）
　
・
丙
種

　
　
　
「
羽
根
川
荘
」
臨
時
休
館
の
お
し
ら
せ

　
日
頃
、
羽
根
川
荘
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

十
月
二
十
八
日
㈲
は
六
箇
地
区
文
化
祭
の
た
め
、
羽
根
川
荘
を
臨
時
休
館

と
し
ま
す
。
お
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
願
書
受
付
期
間
　
十
月
二
十
日
d
D

～
二
十
六
日
㈹
　
※
願
書
は
十
日
町

地
域
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

口
受
験
手
数
料
　
・
乙
種
　
三
、
四

〇
〇
円
　
・
丙
種
　
二
、
七
〇
〇
円

　
※
手
数
料
は
願
書
の
所
定
ヵ
所
に

新
潟
県
収
入
証
紙
を
は
っ
て
納
付
す

る
こ
と
。

■
願
書
提
出
先
　
新
潟
県
総
務
部
消

防
防
災
課
危
険
物
係
（
〒
九
五
一

新
潟
市
学
校
町
通
り
一
番
町
）
へ

■
合
格
発
表
　
試
験
期
日
の
お
お
む

ね
二
十
日
後

停
電
㊧
撰
矯
鰐
せ

　
▼
十
月
十
八
日
㈲
　
午
前
八
時
～

午
前
十
一
時
妻
有
町
西
一
・
二
丁

目
の
各
一
部
▼
十
月
十
八
日
㈲

午
後
○
時
半
～
午
後
四
時
半
　
春
日

町
三
丁
目
、
桜
木
町
、
美
雪
町
一
丁

目
、
河
内
町
、
寿
町
一
・
二
・
三
・

四
丁
目
の
各
一
部
　
美
雪
町
二
・
三

丁
目
の
全
部
　
▼
十
月
二
十
二
日
㈲

午
後
一
時
～
午
後
四
時
半
　
中
条
中

町
、
中
条
島
の
各
一
部
　
背
戸
の
全

部
▼
十
月
二
十
九
日
㈲
午
後
○

時
半
～
午
後
四
時
半
　
土
市
第
二
・

四
の
各
一
部
　
土
市
第
一
・
三
、
新

宮
第
一
・
二
の
全
部
　
▼
十
月
三
十

一
日
㈱
　
午
前
八
時
～
午
前
十
一
時

半
　
下
条
本
町
の
一
部
　
貝
ノ
川
、

水
口
、
新
保
、
下
山
、
新
光
寺
の
全

部
　
▼
十
月
三
十
一
日
㈹
　
午
後
○

時
半
～
午
後
四
時
半
　
下
条
本
町
、

下
条
中
央
通
り
の
各
一
部
　
桑
原
、

野
田
、
蟹
沢
の
全
部

お
願
い
し
ま
す

　
長
野
県
西
部
地
震
救
援
金

囹
受
付
期
限
　
十
月
十
六
日
㈹
ま
で

囹
取
扱
品
目
　
現
金
の
み

囹
受
付
場
所
　
日
赤
十
日
町
市
地
区

（
市
・
社
会
福
祉
事
務
所
内
　
盈
五

七
－
三
一
一
一
㊥
二
二
四
）
へ

新
潟
県
最
低
賃
金
が
改
正
に

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
す
る
新
潟
県
最
低
賃
金
が

改
正
と
な
り
、
十
月
五
日
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
日
　
三
、
二
四
九
円
　
　
（
時
間

給
労
働
者
は
、
嗣
時
間
四
〇
七
円
）

囹
時
間
給
労
働
者
は
、
賃
金
支
払
い

形
態
が
一
時
間
当
た
り
○
○
○
円
と

い
う
形
で
の
時
聞
給
契
約
の
場
合
の

み
の
人
で
す
。

囹
次
の
賃
金
は
、
最
低
賃
金
か
ら
除

か
れ
ま
す
。

　
交
通
費
、
家
族
手
当
、
時
間
外
労

働
な
ど
の
割
増
賃
金
、
賞
与
な
ど

囹
二
以
上
の
最
低
賃
金
の
適
用
を
受

け
る
場
合
に
は
、
金
額
の
高
い
方
の

最
低
賃
金
が
適
用
に
な
り
ま
す
。
囹

◎
問
い
合
わ
せ
先
詳
細
は
十
日
町

市
労
働
基
準
監
督
署
（
稲
荷
町
二

管
五
二
ー
二
〇
七
九
）
へ

国
際
交
流
・
鑛
難
獄
尿
ー
ツ

基
金
…
餐
儘
お
り
輝
崖
う

〈
一
、
二
〇
三
万
二
、
六
三
七
円

九
月
末
日
現
在
〉

▼
庭
野
　
一
史

▼
小
野
塚
清
一

▼
庭
野
　
雅
弘

▼
樋
熊
　
義
明

▼
池
田
　
藤
吉

▼
吉
田
　
又
夫

五五五五五五、　　　、　　　、　　　 、　　　、　　　、

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

▼
庭
野
正
之
助
　
十
万
円
　
▼
渡
辺

富
治
　
一
万
円
　
▼
吉
田
地
区
体
協

二
万
五
、
○
○
○
円
　
▼
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
　
二
万
五
、
○
○
○

円
　
▼
剣
道
協
会
　
二
万
五
、
○
○

○
円

寄
偉
灘
麟
憾
謬
う

　
▼
高
木
ソ
ヤ
（
丸
山
町
）
　
五
万

円
　
▼
小
林
正
和
（
中
条
島
）
　
五

万
円
…
以
上
香
典
返
し
　
▼
羽
根
川

荘
利
用
者
　
四
、
八
三
五
円
　
▼
本

町
六
丁
目
三
校
外
補
導
　
二
、
〇
二

四
円
　
▼
下
町
若
衆
連
中
　
一
万
七
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
）

吉禮の穐l！

　　〕（大

　　　ノて　黛

ふ一勢猛

し嘱￥協1十い杁“

　
　
　
）

　
　
　
3

　
　
ぢ

駄
燭
ノ
。

ぐ
喚
⇒

r
繁響鞭

（

、

愈
鯉継

一
二
八
円
　
▼
鉢
真
生
会
　
三
万
円

▼
谷
内
丑
老
人
ク
ラ
ブ
　
一
、
四
〇

〇
円
　
▼
匿
名
　
一
、
九
一
二
円
…

以
上
福
祉
事
業
　
▼
本
町
五
・
六
丁

目
青
年
部
会
　
三
万
円
…
障
害
者
研

修
旅
行
　
▼
匿
名
　
一
万
円
…
新
築

祝
　
▼
庭
野
建
作
（
本
町
六
丁
目
三
）

三
、
○
○
○
円
…
王
滝
村
災
害
救
援

金
　
▼
関
口
潔
（
加
賀
糸
屋
町
）

五
万
三
、
○
○
○
円
（
廃
品
回
収
方
）

…
交
通
遺
児
等
援
助
基
金

　
　
　
　
　
　
　
、
岱

審
ヒ
グ
2
　
齢

o
全
国
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
技
術
博

が
い
よ
い
よ
近
づ
き
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
克
雪
対
策
を
国
の
具

体
的
施
策
に
つ
な
げ
る
と
い
う
大
目

標
を
掲
げ
な
が
ら
、
克
雪
フ
ェ
ア
な

ど
の
併
催
に
よ
っ
て
、
市
民
み
ん
な

が
三
十
周
年
の
思
い
出
を
つ
く
り
、

克
雪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
を
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。

※
ク
ロ
ス
ー
0
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■市勢／世帯数12，381／推計人ロ…48，174人（男23，949人・女24，746人）※基本台帳人口48，695人（10月1日現在）


